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第２回 遊佐町環境審議会 会議録（要点記録） 

 

日時：令和５年２月２０日（月） 13：30～15：40 

場所：遊佐町役場 議場 

出席：佐藤 仁委員、真嶋敦子委員、佐藤慶明委員、髙橋アイ子委員、小野寺きぬ子委員 

佐藤豊昭委員、本間正明委員、小澤 徹委員  委員８人 

事務局：地域生活課 太田課長、佐藤環境係長、伊藤主任  以上３人 

説明員：NPO法人環境自治体会議環境政策研究所 小澤はる奈 氏  計１２人 

傍聴人：１人 

               次     第 

１．開 会     進行：太田地域生活課長 

２．会長あいさつ   遊佐町環境審議会 佐藤 仁 会長挨拶 

３．町長あいさつ 時田博機 遊佐町長挨拶 

４．審議事項 

（１）遊佐町環境基本計画の改定案について 

事務局より、改定の経緯を説明。その後、改定作業業務の受託者（コンサル）である環境政

策研究所の小澤氏より改定内容について説明 

 

◇主な質疑事項 

・EV 車（電気自動車）の導入について：町の電動自動車を含めた公用車の保有状況と今後の

導入計画について 

事務局回答：町が保有する公用車は６５台程度であるが、内ハイブリッドが５台、あとは全

てガソリン車。来年度購入計画はあるが、EV 車は高価で予算の関係もあり年間１台程度がや

っとであると考える。補助金の活用も含め、計画的に整備していく必要があると考えている。 

 

・高齢化が進み、免許返納が進むことで、交通弱者になる人が増えている。そういった人への

対策も考慮されたい。 

事務局回答：買い物や通院対応などの課題があることは把握している。担当課と連携を取り

つつ対応していきたい。 
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・農業施策との関りについて：農業経営は大規模化が進むことで、担い手不足も進んでいる。

実情に沿った施策を考えていただきたい。 

事務局回答：環境部門で行うべき施策と、農政部門で行うべき施策の範囲はあるが、関係部

門間で調整を取りつつ進めていきたい。また、共同宣言の環境部会の場などの機会もあるので、

多方面から検討していきたい。 

 

・民間企業での取り組み状況などお聞きしたい 

事務局回答：企業でも中長期的に環境配慮計画を立てて運営しているが、生産性と半比例す

る面もある。そこが難しいところでもある。 

 

・小学校統合による、地域との関りについて：環境保全の取組みは、話を聞くだけでなく、一

緒に手を動かして体験することも大切だと思う。小学校統合により、地域との関りが少なくな

ることに不安がある。 

事務局回答：統合後の詳しい関わり方までは回答できないが、四大祭の取組みなどは形はど

うあれ残るものである。みなさんからも不安や要望があれば、地域からの声として、機会があ

るごとに積極的にあげていただきたいと考える。 

 

・小学校統合について、逆にこれまでの地域内だけの視点の学習から、町全体を捉えて学習す

る機会であると捉えることもできる。これまで関りの無かった地域のことに関わることが出来

るということも大事な考えだと思う。地元だけでなく、地元以外のことにも目を向けてもらえ

るようにしてもらいたい。また、これまで一つの課題に対し一つの施策で対応していたと思う

が、これからは、一つの施策で、色々な課題が解決できるよう工夫していく必要があると考え

る。 

事務局回答：職員や関係者の意識を変えていくことも重要と考える。 

 

・重点事業とシンボル指標の違いについて 

事務局回答：重点事業は、個別の事業の単年度評価をまとめたものであることに対し、シン

ボル指標は単年度だけでなく、数年かけて各施策に取り組んだ結果を評価するための指標であ

る。 
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・大規模開発による建設時に排出されるＣＯ２はどう考えるか。 

 事務局回答：建設に関しては建設分野としての目標や取り組みがある。町としての計画では

そこまで範囲に含めていない。輸入に頼っている化石燃料から、国産の再エネ設備に転換する

ことで、国家規模で見ればＣＯ２の減少や経済の好循環に繋がるものと考える。 

 

（２）遊佐町洋上風力発電事業の進捗状況について 

 事務局より今年度の経過と、今後の進め方について説明。 

◇主な質疑事項 

・秋田港・能代港の視察や各種勉強会を行っているが、いかがか。 

事務局回答：遊佐沖で計画されているような大規模なものはまだ稼働していないが、各自治

体の取り組み姿勢・内容について参考にさせていただいている。また、今後各種団体から希望

があれば、町として出前講座の実施など対応していく。 

 

・今後国内での先行導入事例が出てくるので、環境影響など様々なデータを提示していただ

きたい。 

事務局回答：可能な限り対応していきたい。 

 

（３）その他 

 ・次期環境審議員の選出について 

   改選期にあたっているので、今後個別に相談させていただく。 

 

５．その他 

 ・次回審議会日程について 

   環境基本計画改定作業が完了して後、改めて日程調整させていただく。 

 

６．閉 会 


